
研究協力的色彩の強まる林業技術協力
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国際協力事業団(JICA)が行っている事業は， 開発途上国を対象としている関係

上， どうしても熱帯 -亜熱有1・地域における技術協力が主体となるが，わが国とは自然

条件が大きく異なるこれらの地減における技術協力を進めるために必要な情報を定期

的に提供して頂ける「熱帯H-t業 jがこのたび再FIJされること になり犬変心強く思って

いる。その うえ，スペースをさいて r-]ICAだ上り jを新設し，]ICA林業協力の Eめ

きを逐次報告できる機会を得たことは，大変ありがたいことであり，関係各位の御苦

労1こ~Jiが下がる思いである o 今後はこのス ペ ー y、を有効に利用して， 海外林業協力 0)

.f!H解青を←-人でも多 くLてし、きたし、と巧えている。

林業関係 プロ
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プロ ジェグ卜名 パンタパンガン林 |サンパウロ林業主Jfl林業開発計画

業側発 |究 | 
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協力期間(当初)

11 延長)

プロジェグトサイト |ヌ エパエシハ州カ |サンパウ戸市 |イタプア県ピラ ポ
ラングラン |事業士也は 4カ所 Ifアスンシオン市¥
(マニラ北 190km)I ¥南東 448km ) 

協力内容 10試験林造成 10林業ii斤究能力の向10林業開発センター
(8，100ha) 上及び森林の管理I(CEDEFO) にお
O造林技術の改良関| 経営技術の確立の| いて，造林，木材
発 | ため下記 4分野に| 加工の 2分野につ
O林地保全技術の移| っき協力する。 Iいての技術開発と
転 技術訓練を行う。
O教育訓練
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KADOYA， Koji: More Research Aspects in Technical Cooperation in 
Forestry 

(前)国際協力事業団林業7J，必:開発協力告1;
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]ICA も，この 8月1日で創立 10周年を迎えたが， この間国際社会にあゥて]ICA

の技術協力の評価は高く，途上国からの協力要請は益々増加している。このようなな

かで，林業関係のプロジェクトも着実に増えてきた。現在までのところ， ヒ、ノレマ ・ア

ラカン山系林業開発プロジェクト (52.12. 2~57. 3. 31)及びジャワ山岳林収穫技

術協力プロジェクト (53.4. 20~57. 6. 19)の2つが終了しているが，現在実施中

のプロジェグトが7つある(下表参照)。今年度中に発足が予定されている①フツレネ

イ林業研究 ②インドネシア熱帯降雨林研究 ③中国黒龍江省木材総合利用研究の 3

プロジェグトを加えると林業関係だけで 10プロジェクトが動くと いうことになる。

林業プロジ z クトの第一号は，フィリピンのパンタパンガン林業開発である。この

プロジェクトは，森林造成計画面積が8，100haとまとまった 場所での造林計画とし

ては日本でもあまり例を見ない大規模な計画であり，また，協力期間も通算 11年間，

長期専門家の数も 11名と プロ ジェクト協力の規模も極めて大きなものであり海外に

おける林業技術協力の原点として位置づけることができるプロジェクトである。

その後造林を主としたプロジェグトとしては，南スマトラ森林造成 (2，100ha)， 

タイ造林研究訓練 (800ha)，ベルー ・アマゾン林業開発 (700ha)等のプロジェタ ト

が出来たがし、ずれも規模を小さくし，試験研究的要素が次第に大きくなってきている o

この傾向はさ らに続き今年度発足予定の新規プロジェグ トはし、ずれも試験研究機関

に対する研究協力のプロジェク!とな什てし、る。これは大規模な森林造成を伴うプロ

ト の 概要

インドネシア |タ イ|て- 斗ペ

南スマトラ森林造成 |造林附附 一…|…林業開発
現地実証調査

54.4. 12~59. 4. 11 I 56. 7. 29~61. 7. 28 I 58. 10. 1 ~63. 9. 30 I 56. 10. 9~61. 10.8 

59.4. 12~61 . 4 11 

南スマトラ州プナカッ ノ〈ンコタ，サケラ チェンマイ司f プカノレパ市フンボ

1. (パレンパン市より) ート(パンコタ の (パンコタから) ノレト(リ マから)
西 180km 東北東 300km) 800km 800klll 

O試験造林面積 O試(80験0造林面積 Oタイ国の笑情に合 O事業面積約 700ha
(2， 100ha) 凶)

っ(伐た木木集材運生材産技技術術) 
内で天然更新及び

O実行センターにおい O造林に関する試験 人工更新の試験を
て技術の開発改良及 研究 を開発するととも 行い，木材の保統
び業務を通じた教育 O現地に適応した造 に訓練を行う。 生産と生態系の保
訓練を行う。 林技術の開発及び 会を調和させた森

技術研修を行う。 林の開発技術を確
立する。

造林育苗，森林生態，I造林，種苗，林業 トラクター集材， 種苗，造林，森林
森林保護，林業機械 機械，森林土壌，分 架線集材，林道設 生態

森林生態，土壌 言十， 集材機， トラ
祈 グター
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ジェクトの場合，相手国側の負担となる造林経費を十分準備できる国は限られている

ということにもよるが，熱帯 ・亜熱帯における森林の更新(人工，天然)を考えると

き，まだ解決しなければならない問題が数多くあり，地道な試験研究により技術や経

験を積んでし、く必要性が開発途上国に於ても認識されるようになってきたということ

でもある。

もう一つの最近の林業協力の方向としては，乾燥地 ・半乾燥地への造林問題がある。

これは4年聞に及ぶアフリカの干魅に端を発した乾燥地の食糧 ・水 ・生活エネノレギー

の確保に関連して，林業分野では緑資源の保全，沙漠化防止，土;嬢保全，木質エネノレ

ギーの確保等の課題が提起され，またこのような国々からの我が国に対する技術協力

要請も年々大きくなってきている。しかしこれらの要請に対し， 卜分応えられるだけ

の技術的蓄積が我が国にあるとは言い難く，今後積極的に技術開発，研究に取り組む

必要があると痛感しているが，アフリカ干魅問題の緊急性と重要性に鑑み，試行錯誤

を覚悟で，具体的なプロジェクトを開始する時期に来ていると思われる。

具体的には，ケニアにおける薪炭林造成用の育首センターの建設と育苗，造林技術

の訓練計画である。このプロジェクトの早期実施を目途に鋭意努力しているが，一方

では，半乾燥地造林の研究プロジ にクトを開始するため， 60年度予算において要求し

て行くことにしている。

ここでし、う「プロジェタト」とは，我が閣が行っている「プロジェクト方式技術協

力」のことであり， ①専門家派i世，②研修生受入，③機材供与，という 3つの技術協

力の形態(3*柱)を， 1つの事業計l凶の立案から笑Jjfu¥百十佃iまで一貫して計画的か

つ総合的に運営実施する協力形態のことである。そして相手国開発計画への参加を通

じとりわけ人造りのため相手国の技術者等に対し，技術の移転をはかることを目的

とするものであり，相手国拠点を設け，通常5カ年程度の期間にわたり技術協力を行っ

ている。このように我が国の技術協力は人造りのための協力とL、う要素が強く，相手

国のカウンターパートに対する技術指導を行うための専門家派i立は 3本柱の中でも

極めて重要な業務となっている。

従って，前述したとおり，研究協力関係のプロジェタトが増えてくるにつれて，そ

れだけ開発途上国の技術指導のために我が国の林業研究者の方が今まで以上に参画し

ていただく必要がある。

一方，研究協力関係のプロジェクトが増えるということは， ~ 、し、かえればわが国に

とっては熱帯林業の研究に恰好の拠点、を持ち，気象条件の異なる実験フィーノレドを持

つということでもある。

もちろん専門家として行ってもらう第一の目的は相手国に対する技術協力というこ

とではあるが，他方専門家自身の研究にも役立たせてもらうことも必要だと考えてい

るの

]ICAとしては，専門家の皆綴が安心して出て行けるよう諸制度を整備しているの

で，今後は熱常に関心を持っておられる研究者の方々はとソレどん現場へ飛びだしてい

ただければと念願しているの
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